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  ●スタッフ（平成30 年10 月1日現在）

  ●診療体制と実績

  ●診療科の特徴

メンタルヘルス科

診療科長　井上　猛
医局長　　松本　恭典
病棟医長　作田　慶輔
外来医長　小野　泰之

医師数　　常勤　17名
　　　　　非常勤　17名

　当診療科は、新宿新都心の高層ビル街に位置する大学病
院という特性があります。約 150 人 / 日の外来患者および
約 20 人／月の新入院患者の診療にあたり、また、総合病
院の精神科として精神疾患を合併した患者に対してコンサ
ルテーシヨン・リエゾン活動を行っております。その為、
症例はうつ病・双極性障害といった気分障害や統合失調症
をはじめ、パニック障害などの不安障害や摂食障害、パー
ソナリティ障害、器質・症状性精神障害など多岐にわたり、
軽症から重症まで様々な症例の診療・治療を行っておりま
す。光トポグラフイーも導入し、脳波、心理検査などと併
用することでさらに診断の精度向上を図っております。近
年、地域の医療機関との連携強化を図り、重症例は当科に
て入院も含め加療し、寛解後地域社会に戻って生活してい
ただくなどのサポート・相互連携を行っております。

主任教授：1 名、准教授：2 名、院内講師：2 名、
助教：5 名、後期研修医：7 名、臨床研究医：2 名、
兼任医師：14 名、臨床心理士：2 名　
専門医および指導医・認定医数           
日本精神神経学会　専門医　7 名
　　　　　　　　　指導医　7 名
精神保健指定医　　　　　　8 名
日本医師会　認定産業医　　2 名

診療実績 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
・入院診療の実績　【2018 年度】
のべ入院患者数　　 147 名

・外来診療の実績　【2018 年度】
初診患者数　　　　 724 名（院内からの紹介患者を除く）
のべ外来患者数　　 30,064 名

・臨床研究等の実績　【2018年度】
井上　猛、桝屋二郎、市来真彦：精神科治療におけるストレ
スの臨床的意義（展望．特集ストレスを考慮した精神科治療）：
臨床精神薬理 21: 443-450, 2018
井上　猛、小野泰之、作田慶輔：双極性障害の予測因子と薬
剤選択（特集：反応・副反応予測因子はどこまでわかった
か？）：臨床精神薬理 21: 443-450, 2018
井上　猛、佐藤光彦、桝屋二郎：双極Ⅱ型障害の診断概念の
歴史と哲学（特集双極Ⅱ型をめぐる諸問題）：精神医学 60（7）：
701-705, 2018
井上　猛、市来真彦：うつ病の難治化を防ぐために（特集う
つ病治療ガイドラインと今後の方向性）：最新精神医学 23（6）： 
495-500, 2018
志村 哲祥、田中 倫子、岬 昇平、杉浦 航、大野 浩太郎、林
田 泰斗、駒田 陽子、高江洲 義和、古井 祐司、井上 猛：睡
眠はストレスチェックの結果に大きな影響を与える．精神医
学 60（7）：783-791, 2018.
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